
1. サイフォン式雨水排水システムの基本原理

サイフォン式雨水排水システムは、重力と負圧（サイフォン効果）を利用して、屋根や建物から
雨水を効率的に排水するシステムです。従来の重力式排水システムと異なり
配管内が満水状態になることで負圧が発生し、高い排水能力を実現します。

2. サイフォン式システムの特長

3. システム構成要素

サイフォン式雨水排水システム

No.047 □ 機器 □ 給水 □ 給湯 ■ 排水
□ 器具 □ 消火 □ ガス □環境 □ 他



4. 設計・施工における注意点

・システム全体のバランスを考慮した詳細な水理計算が必要
・配管接続部は高い気密性が要求される
・高速流に対応できる耐久性のある配管材料の選定

5. サイフォン式と従来式（重力式）排水システムの比較

6. サイフォン式が適した建物タイプ

・大規模商業施設 ショッピングモール、大型スーパーなど広い屋根面積を持つ建物
・工場・倉庫 広大な屋根面積を持ち、内部に柱が少ない建物
・スタジアム・アリーナ 複雑な屋根形状を持つ大規模施設
・空港ターミナル 広い屋根面積と長い排水経路を持つ建物

※出典：積水化学工業ホームページ　エスロンタイムズ

https://www.eslontimes.com
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最大屋根面積 立管50：240ｍ2、立管75：800m2

重力式（従来式）
大径
立管50：37ｍ2、立管75：109m2

初期コスト 立管本数削減の場合で25％減
設計難易度 専門的な水理計算が必要

標準
比較的簡易

排水能力 高い
配管レイアウト 自由度が高い

標準
制約が多い

横引き配管 水平配管可能　※専門業者への確認要
流速 高速（2〜6m/s）

勾配必要（1/50〜1/100）
低速（0.5〜2.0m/s）

比較項目 サイフォン式
配管口径 小径（30%～削減）


